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１． 研究の目的と背景 

産業のグローバル化･複合化は、塑性加工に関す

る広範な知的基盤とこれを支える人材育成を必要

としており、従来型の印刷媒体主体の知的基盤と

対面型教育ではこれらのニーズに適切に対応でき

ず、高度な情報技術を用いた革新的な知的基盤・

教育基盤の確立が求められる。また、エネルギー

資源の枯渇、地球環境保護の問題がクローズアッ

プされており、あらゆる産業や生活を支える塑性

加工に於いては、特に広い視野と豊かな学識が問

われる時代となり、革新的な知的基盤の整備とそ

の教育･研究への活用が求められる。 

e-Learning は Internet の発展に支えられて、グ

ローバルな知的基盤・教育基盤の整備と活用に適

しており、特に長い歴史と広範な産業分野に関わ

る塑性加工に関する知的基盤・教育基盤を確立し、

効率よく運用するのに最適であり、国際貢献も果

たすことが出来る。知的財産権は産業のグローバ

ル化を支える基盤であり、特に e-Learning の運用

に置いては著作権管理が重要であるが未だ確立し

ていない。本研究を通して、塑性加工分野の

e-Learning における適切な知的財産保護のあり方

を、著作権を中心に実証的に考察する。 

本研究は、独自に開発した高等科学技術教育向

け汎用 e-Learning システム WebELS を、科学技術

の人材育成、教育の国際化を支援するための実用

性の高いプラットフォームとして完成度を高める

とともに、塑性加工分野に適用するための実証研

究を行うことにより、本分野おける e-Learning の

有効性を検証し、実際に幾つかの典型的な教育コ

ンテンツを開発し、遠隔会議・講義を行ってみて、

将来の知的基盤・人材育成基盤整備への方向付け

をする。 

また、塑性加工分野の e-Learning に適したコン

テンツの特性を検討し、この分野に適したコンテ

ンツ設計･開発・運用法を研究し、実証実験を通し

てより有用な e-Learnin ツールとしての改良、お

よび将来展開への指針をまとめる。 

WebELS はコンテンツを使ったオンデマンド学習

機能と Internet 会議（Web 会議）機能を使ったオ

ンライン学習機能の両方を備える“All-in-One”

型の次世代e-Learning環境の提供を目指しており、

この Internet 会議システムを使って、リモート会

議やリモート打ち合わせを積極的に行うことによ

って、より低コストでより効率の良い研究開発プ

ロジェクト運営法の提案を行う。 

なお、本研究を進める途中で、情報システムの

利用形態がいわゆるクラウド型に大きくシフトし

てきた。平成２４年はクラウド元年と言われるほ

ど、情報システムのクラウド化が急展開している。

幸いなことに、WebELS は研究開発の初期段階から

クラウド型システムの概念・技法を取り入れてい

るので、この点でも時代に先行してきたと言える。

また、東南アジアの低速・不安定な Internet 環境

でも高品質・高機能の e-Learning を提供すること

を目指してきた。ブラウザ設定言語を自動識別し

てユーザインタフェース言語を自動切り替えする

多言語対応も基本設計に取り入れており、企業活

動の国際化、特にアジアへの展開に伴う人材育成、

プロジェクト会議には有効な手段を提供するもの

と考えている。 

更に追記したい点がある。我が国の科学技術系

ODA（政府開発支援）はこれまで技術の移転と称し

て実際には設備の移転を行ってきた。このために、

プロジェクト期間が終了する時点で、機器は陳腐

化し、操作・修理はままならず、実質的に産業廃

棄物を残して終了するという形態が現実であった。

最近は発展途上国から技術移転ではなく「知識移

転」を求める声が強くなり、人材育成をセットに

した支援プロジェクトの形態が採られるようにな

りつつある。アジア・アラブ・アフリカの科学技

術人材育成は我が国の先端知識と高等教育の実績

をベースとした「国際貢献」として重視されるよ

うになり、その手段として我が国発の先端

e-Learning システムの役割が重要になりつつある。

（ICT 先進国日本の支援事業の中で外国製の

e-Learning システムが使われるというのは日本の

恥である、と ICT研究者の一人といして思う。） 

事実、JICA-JST 連携プロジェクトである地球規

模課題対応国際科学技術協力事業 SATREPS の SSB
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（サハラ・ソーラー・プリーダー）プロジェクト

（相手国：アルジェリア）では WebELS が人材育成

教育およびプロジェクト会議のツールとして公式

に採用されている。また、ユネスコ・ジャカルタ

事務所が推進している科学技術e-Learningプロジ

ェクト COMPETENCE と WebELS を連携するというこ

とも文科省のユネスコ活動支援事業で開始された。

これらのプロジェクトと塑性加工分野の人材育成、

プロジェクト会議は本質的に同じであると考えら

れるので、連携することによって、相乗効果をも

たらし、我が国発の次世代 e-Learning システムと

しての WebELS の実用性を更に高め、国際展開を行

うことに、既に着手している。この一環として、

WebELS のフルバージョンを教育機関や非営利活動

に国際的規模で無償提供するサイトを立ち上げ、

更に協力企業の参加により商品化バージョン

GCgate を国際展開するビジネスの準備中である。 

 

２． 研究の方法 

 本研究は、塑性加工分野を含む先端科学技術教

育の多様化、国際化、人材育成を支援するための、

先端 ICT 技術を活用した高等教育向けの汎用

e-Learning プラットフォーム WebELS(Web-Based 

e-Learning System)として既に実証実験を進めて

いるものをベースとして、時代の要請に沿って、

更に機能の追加、性能の向上、操作性の向上、実

証実験による評価とそのフィードバックによるシ

ステムの改良を行う、という方法を取っている。  

ソフトウエアの研究開発であるので、優れた IT

専門家の雇用に研究費の大部分が使われたという

点で、多くの実験研究とは色彩が異なる。なお、

当初の構想では、塑性加工分野の先生方の協力を

得て実証的研究を行うというものであったが、一

部の先生の助言を得られるのみにとどまったので、

前述の SSB プロジェクトおよびユネスコ連携プロ

ジェクトとリンクさせる形で研究開発を行った。

このことにより、塑性加工分野でも十分に実用性

の高い次世代クラウド型汎用 e-Learning/ 

e-Meeting 統合プラットフォーム WebELS が実現で

きたものと信ずる。 

以下、WebELS の概要、基本機能、研究開発課題

と方法について述べる。 

2.1 WebELS の概要 

WebELS は、大学院教育等、高等教育の多様化や

国際化を支援するためのクラウド型汎用 e コミュ

ニケーション・プラットフォームであり、ビジネ

ス・コミュニケーションもカバーする。WebELS は、

強力なオーサリング機能を持ち、IT の知識の無い

ユーザが、普通のパソコンで、コンテンツを作成

し、管理し、配信し、インターネット会議（Web 会

議）を実施できる“オール・イン・ワン”型シス

テムである。WebELS は、低速インターネットでも

高品質で利用できるように、色々な工夫がされて

いる。 

 

WebELS は、クラウド型汎用 e コミュニケーショ

ン・プラットフォームであり、特別なソフトやデ

バイスを使うことなく、Widows や Mac 等の普通の

パソコンで、教育コンテンツの作成・編集、オン

デマンド教育、簡易電子出版、オンライン講義、

オンライン・セミナー、プロジェクト会議、国内・

国際会議、ビデオ会議などができる、“だれでも、

いつでも、どこでも”型システムである。データ

ベース・サーバ、Flashストリーミング・サーバ機

能により、様々なドキュメントを共有することが

できる。 

汎用ソフトウエアの研究開発には、適切で明確

な目標の設定とこれに基づく設計理念が必要であ

る。この点がいわゆるアプリケーションソフトと

の大きな差異である。業務処理ソフトのようなア

プリケーションソフトでは、対象となる業務があ

り、その中での情報処理の役割が比較的容易に仕

様書として明確化できる。この仕様書に基づいて

プラグラムが作成されたものがアプリケーション

スフとである。アプリケーションソフトはアプリ

ケーションごとに開発しなければならないので、

たとえ業務が似ていても全く別のアプリケーショ

ンソフトとして同じ手順で開発される。 

一方、ここでいう汎用ソフトウエアとは、色々

な業務（ここでは遠隔教育や遠隔会議）で利用さ

れる汎用性の高いソフトを一つ開発し、それを使

って業務（教育）を行うというソフトをいう。

e-Learning システム（プラットフォームとも呼ば

れる）はこの類である。機能や操作性に関する要

望はあるが、事務業務のように実世界の業務と固

く組み合わされているものではないので、ユーザ

が多少妥協すれば「高機能のソフトを易く利用で

きる」こととなる。一般に、e-Learning は広くは

普及していないので、ユーザ（つまり教師や生徒）

の要望が明確ではなく、好き嫌いが比較的激しい。

「教育は対面でなければならない」という信念を

持つ教師が多いのが実情である。 

しかし、優れた教師から対面で教育を受ける機

会を持てる生徒（学生）は限られている。特に、

社会人になってからも継続的に学習をすることが

必要となった現在、教育を受けるために留学する

機会が限定されている人々、地域や国境を超えて

連携して教育を行う必要が増えた現在では、

Internet の活用で教育の機会を増やすのは社会的

要請である。ICTを活用した教材（電子教科書）は

従来の印刷教科書では表現できない内容を表現し、

より適切に伝達できる。聴講機会の少ない特別講

演の類も、アーカイブ化によって保存し、再利用

できる。科学技術の進歩は速いが、原理的な知識

のライフタイムは長いので、旧い教科書も読まれ

ている。 

高等教育や専門教育になると、ゼミのような参

加型の双方向教育の重要性が高まる。Internet 会

議システムをうまく利用すれば、場所、時間、距

離の制約を超えて参加型双方向教育が可能となる。

また、このようなことを可能とさせるのが、
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e-Learning や e-Meeting システムの役割である。

WebELS は、クラウドシステムとして、普通のパソ

コンで、世界のどこからでも、Internet ブラウザ

を通してアクセスし、オンデマンド教材を作成で

き、オンデマンド学習ができ、Web 会議を企画でき、

Web 会議に参加できる、ことを目標とし、実用化し

た汎用ソフトである。 

WebELS の具体的な設計理念は次のようにリスト

アップできる。 

－ 統合型 e-Learning/ e-Meeting システム: 

科学技術高等教育のニーズに基づいて設計され、

その後ビジネス利用にも適合し汎用化  

－ クラウド型汎用システム: ブラウザを通し

て WebELSサーバにアクセスすれば、必要なプログ

ラムやコンテンツが自動的にダウンロードされて

実行される  

－ マルチ OS システム: Windows, Mac, Linux 

対応  

－ エンドユーザ指向の強力なオーサリング機

能: MS Office, Open Office, PDF, ビデオフォー

マット等に対応し、スライド単位で編集・再生・

改定可能  

－ 多言語対応: 自動・選択型多言語対応機能

（英語（標準）、日本語、中国語等）  

－ “どこでも、だれでも、いつでも”コンセ

プト： Internet に繋がるなら世界のどこからで

も、だれでも使える汎用システムの実現  

－ 低速 Internet 対応の高品質機能： アジ

ア・アフリカ等の低速 Internet 環境下でも高品

質・高機能を実現する(100kbps でビデオ会議、

50kbpsで音声会議可能）  

－ オープンソース： 国際的教育・学術連携

を支援するための WebELS の国際展開  

マルチ OS システムは JAVA プログラミング言語

で実現されているためである。したがって無料の

JAVA 実行環境（JRE）さえインストールしておけば

どんなコンピュータでも利用できる。E-Meeting 機

能は Flashストリーミング技術で実現させている。

無料の Flash プレイヤーをインストールしさえす

れば、Webカメラとヘッドセットで会議に参加でき

る。WebELS のビデオ会議（Web 会議）は簡易 TV会

議機能とスライド共有型オンラインプレゼンテー

ション機能との統合システムである。したがって、

プレゼン画面を共有した多地点ビデオ会議が容易

に実施できる。プレゼン資料をサーバからあらか

じめダウンロードしておくことにより、画面切り

替えの制御信号だけの送受信で済むので、高品質

資料を共有したビデオ会議が 100kbps 程度の低速

Internet 環境で実現できた。 

WebELS の主たる目標をリストアップすれば次の

ようになる。 

－  オ ン デ マ ン ド 教 育 ：  教師自身が

e-Learning 教材を作成し、管理し、配信できる「コ

ンテンツ共有型」e-Learning プラットフォームの

提供  

－ 教育コンテンツの充実化： e-Learning の

ネックである教材不足をWebELSの簡易オーサリン

グ機能とサーバ機能によって解決を図る  

－ オンライン教育： 教材を使ったオンライ

ン教育（遠隔講義）プラットフォームの提供  

－ 教育の多様化・国際化： 国境を越えて教

育を行える汎用プラットフォームの提供  

－ e-コミュニケーションの推進： 電子教材、

e-Learning、e-meeting、ビジネス・ミーティング

の包括概念の普及を WebELS を通して推進  

－ 国際貢献： 我が国発の高等教育汎用プラ

ットフォーム、教育コンテンツ、e-Leraning/ 

e-meeting 技術を開発途上国に提供  

－ 国際連携： 主として科学技術における教

育・研究国際連携のための汎用プラットフォーム

の提供と共同開発、および普及活動  

図 1に WebELS システムの概念図を示す。図に示

されるように、Internet を通して WebELSサーバに

アクセスして利用する形態である。必要なソフト、

データ、コンテンツは自動的にサーバからユーザ

のクライアント PCにダウンロードされるので、特

別なユニットやソフトは不要であり、通常のノー

ト PC を用いて、Internet ブラウザ（IE, Chrome, 

Firefoxなど）経由で利用できる。 
 

 

 図 1 WebELS システムの概念図 

  

図 2 は、WebELS サーバのトップページの例であ

る。図に示されているように、オンデマンド学習

のための Learning とオンライン教育・Web 会議の

ための Meeting を適宜選択して利用できるように

なっている。WebELS は強力で簡易型のオーサリン

グ機能を内包しているので、IT に不慣れな教師が

自分でコンテンツを編集し、改定でき、配信でき、

会議ができる。WebELS の実行環境は以下の通りで

ある： 

サーバ : Apache + Tomcat + MySQL + Red5  

クライアント : Windows XP 以上 / Mac OS X / 

Linux + IE / Firefox / Chrome / Safari + Java 

plug-in + Adobe Flash Player 9 plug-in  

対応コンテンツ: MS Office, Open Office, PDF, 

Video formats (avi / mov / mpg / mp4 / ogg / flv)  
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   図２ WebELSサーバのトップ画面例  

 

2.2 実現技術 

 WebELS はオープンソースとして普及させるこ

とを基本理念に研究開発を推進してきたので、権

利関係の制約に縛られない中で優れたフリーソフ

トを活用して、開発の手間を減らすことを基本方

針としている。本助成の申請の段階で既に実現し

ていた機能およびソフトウエアを生かしながら、

新しいニーズに対応できるように改良および拡張

を行った。その主なものは二つである。 

一つは、ビデオとスライドを組み合わせたスト

リーミング型オンデマンドコンテンツのオーサリ

ングとビューイングの機能の新規開発であり、こ

れには Flash ストリーミング技術を採用した。プ

ログラミング言語としては Flexを使い、ストリー

ミングサーバとしては RED5[1]というオープンソ

ースを活用した。RED5 を利用することによって、

オンデマンド教育に加えて、本来高価な Web 会議

システムをオープンソースとして実現することが

できた。 

もう一つは、同じく Flash ストリーミング技術

を用いたビデオ会議システムの実現である。これ

までは音声会議機能とオンラインプレゼンテーシ

ョン機能を統合化していたが、ビデオ機能の要望

が強く、またビデオ機能を使うことによって Web

会議や遠隔講義の機能が拡大される場面があるこ

とが分かり、ビデオ化した。これによって、例え

ば板金加工技術のオンライン講習において、高機

能 Web カメラを使ってマシンの捜査法をリアルタ

イムで説明し、かつ双方向で質疑ができる。プレ

ゼン機能を使った資料の共有とビデオカメラとの

組み合わせは塑性加工分野のニーズに応じること

ができる。 

1)   Flash 技術によるビデオ－スライド編集

技術 

ビデオとスライドを組み合わせたオンデマンド

コンテンツは既に存在するが、幾つかの問題点が

あった。一つは、再編集が殆ど不可能なことであ

ることであり、もう一つは、単純な編集は可能で

あるが、ビデオの一部をカットする必要がある場

合、ビデオ編集ツールを使うことになるが、これ

はかなり面倒な手間がかかる作業である。つまり、

ビデオの編集をしてから、スライド切り替え信号

をビデオに挿入するというやり方である。再生用

のタイマーが一つであるために柔軟な再生ができ

ない。また、そのために再編集が殆ど不可能とな

る。しかも様々なビデオフォーマットがあり、対

応しないソフトでは視聴できない。 

我々はこの問題を解決するために、先ずソース

ビデオを Flash に変換する方法を取った。これに

よって、ほぼ全ての PCでそのままコンテンツの視

聴を可能とした。また、スライドごとに、そのス

ライドに対応するビデオの開始と終了のタイマー

値を記入する方法とした。また、再生はスライド

を主体にして対応するビデオ部分を再生する方式

を新しく開発した。これによって、ソースビデオ

は一つのタイマーであるが、あたかもスライドご

とにビデオクリップが付加されたように動作させ

ることができる。 

この方法は、再編集も容易にした。各スライド

に付加されたビデオ再生のタイミングデータを入

れ替えるだけで良いからである。不要なビデオ部

分はソースビデオファイルには残っているが再生

されない。簡単に編集できるユーザインタフェー

スを新たに設計し実現した。 

図 3 に、編集されたビデオファイルとスライト

との関係を示す。詳しくは文献[2]に述べてある。 

WebELS Meeting（ビデオ会議モジュール）の特

徴は、普通のノート PCに Webカメラとヘッドセッ

トを繋げば、だれでも、どこからでも、いつでも、

Web 会議を企画したり、Web 会議に参加できること

である。オンデマンドラーニングとオンラインミ

ーティングにはコンテンツや情報表示機能に関し

て共通の技術を使って実現しており、特許にして

ある[3]。 

 

 

 図 3 ビデオ－スライド編集イメージ 

 

 

２）Flash 技術による多地点双方向ビデオ会議機

能 

コンテンツ（会議資料）の編集機能は JAVA で実

現し、ビデオ会議は Flash(FLEX)および RED５で実

現した。ビデオおよび音声はストリーミングデー

タであるが、資料（コンテンツ）をプリダウンロ
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ード型にすることによって、会議実行時の通信量

を減らすことにより、かなり遅い（100kbps程度の）

Internet回線でもビデオ会議が可能である。 

 

 
 

 図４ ビデオ会議のシステム構造 

 

 

図 4 にビデオ会議のシステム構造を、図５にメ

カニズムを示す。詳しくは文献[4]で述べてある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 多地点ビデオ会議のメカニズム 

 

 

３ 研究成果の概要 

 本研究の成果の概要を直感的に理解して頂け

るように実証実験のスナップを使って説明する。 
 

 
 

図６ ビデオ－スライド同期オーサリング・イ

ンタフェースでの作業例 

 

図６に、ビデオ－スライド同期コンテンツのオ

ーサリング・インタフェースを示す。中央がビデ

オファイルの画面、左側のスライドリストが編集

対象のスライド、右側上の中画面が編集中のスラ

イドの拡大画面、右下のボタン類が編集操作ボタ

ン、中央下がスライドリスト（スライドタイトル

記入用）である。編集のやり方は、最初のスライ

ドを選んでおき、ビデオ再生をスタートし、適当

なタイミングで「同期処理開始」ボタンをクリッ

クすれば、その時点のビデオタイマーがスライド

に記録され、「同期終了」ボタンをクリックすれば、

そのスライドのビデオ同期が終了する。スライド

を次に変えて同じ操作をすれば次のスライドにビ

デオのタイマーが記録される。もっとも簡単なや

り方は、「スライド切り替え」をクリックするだけ

で、次々にタイマーが記録され、スライドが切り

替わる、というやり方である。これが普通のパソ

コン上で、WebELS サーバにアクセスした状態でで

きることである。（再編集は、タイミングを変えて

スライドのタイマー記録を変更すれば良い。一般

にはこのようにはいかない！） 

図７に、ビデオ－スライド同期コンテンツによ

るストリーミング再生の画面例を示す。このコン

テンツは、天田財団２０周年記念における Prof. 

Kopp による特別講演のビデオと PPT から、新開発

の WebELS Learning のオーサリング機能で編集し、

視聴機能で再生している事例である。再生画面は

ビデオ、スライド、スライドリストで構成されて

おり、連続的にも、特定のスライドを選択しても、

スライドとビデオが同期を取って再生される。ス

ライドを拡大しスクローリングできるので、詳し

い資料を読むことができる。また、画面全体を拡

大することもでき、Windows、Mac に加えて、各種

タブレット端末でも視聴できる。 
 

 

 

 図７ ビデオ－スライド合成コンテンツ例 

 

図８に、WebELS Meeting による多地点会議例を

示す。この例は、東京、ロンドン、オラン（アル

ジェリア）を結んで、アルジェリアの Internet イ

ンフラに関する説明を受けている事例である、図

の左側にビデオ会議が、右側にスライドが共有さ

れている。ビデオ会議は最低 100kbps の伝送速度

が必要であり、それ以下だと音声の遅延が起こる。

ビデオカメラを消して音声だけにするとより低速

でも会議が行える。 
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Java Classes Communication 

Control

WEB APPLICATION  SERVER
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図８ 多地点 Web 会議画面例（東京―ロンドン－

オラン／アルジェリア） 

 

 図９は、WebELS Meeting を使って NECTEC(タイ)

と NII（東京）を繋いだプロジェクト会議のスナッ

プである。この例が示すように、世界のどこから

でも気軽に Web 会議を企画したり、参加できる。 

 

 

 

 図９ ビデオ会議による国際ミーティング 

 

図１０は、WebELS Meeting を使った国際会議の

配信実験のシステム構成図である。発表者の PPT

資料をあらかじめWebELSサーバにアップロードし

ておき、発表の時そのコンテンツをダウンロード

し、プレゼンター権限を使ってプレゼンテーショ

ンを行う。リモート会場（実験では 3 会場）でも

同じコンテンツをダウンロードしてスクリーンに

投影しておき、ビデオ会議もセットしておく。こ

の状況でプレゼンタが画面操作すれば、それに同

期してリモート会場の画面も切り替えられる。 

PPTを使わない発表、あるいは PPTをサーバに置

きたくない発表者の講演では、発表者あるいはス

ライド画面を高機能 Web カメラで映して、リモー

ト会場の大画面に映せば、比較的良好の画面を見

ることができる。ただしこの場合は、１Mbps 程度

以上の通信速度が必要である。 

この時、記録用のビデオカメラで収録しておけ

ば、後でビデオ－スライド同期型コンテンツの作

成が可能となる。国際会議や特別講演は貴重な教

育コンテンツを作成する重要な機会である。 

 

 
 

図１０ 国際会議の配信実験システム構成 

 

我々は、現在広く使われている Skype や Polycom

と比較実験を行った。その結果、会議システムと

して見たとき、WebELS の優位性が実証された。以

下要約する。  

Skype は、P2P の電話システムであるので、3 名

以上が会議を開こうとすると音声の品質が急速に

劣化する。一方、WebELS はサーバを経由して配信

されるので、10 名を超しても音声の品質はそれほ

ど劣化しない。ただし、発言者以外は出来るだけ

マイクやカメラを OFF にすることが望ましく、強

制的に制御できる「管理者」機能を組み入れた。

また、低速 Internet で遠隔地との会議の場合、

Skype では遅延は殆ど生じない代わりに音切れが

起こって意味が聞き取れなくなる。WebELS の場合

は音声は明瞭であるが遅延が起こる。対話には 5

秒程度、レクチャーには 10 秒程度の遅延は容認で

きることが実験で分かった。 

Polycomは、高価な設備を必要とし、かつ基本的

に 1対 1の TV会議である。資料を使った会議には

適さない。また、IP アドレスを指定して直接接続

する方式であるので、ファイヤウォールを通すた

めの前準備が必要である。WebELS は資料を使った

会議が可能であり、設備も不要である。また、フ

ァイヤウォールの影響を受けずに会議ができる。

今後は WebELS のような Web会議システムが主流に

なるという予想も出ている。 

Flash 技術を取り入れたビデオ－スライド同期

型オンデマンドコンテンツの編集機能は、コンテ

ンツの開発と普及を促進させるものと思われる。

これまで、色々な講演はビデオのままアーカイブ

され、そのまま配信されている例が多いが、スラ

イドと同期するようにコンテンツ化すれば、理解

しやすくなり、関心の高い部分だけを繰り返して

みるということも容易になる。 

 

４ 結び 

 塑性加工の知識基盤・教育基盤としての

e-Learning の実証的研究を、我々がこれまで研究

開発を進めてきた WebELS を改良・強化しつつ、実

証的により実用性の高いe-Learning/e-Meeting統
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合プラットフォームとして実現することを目指し、

ほぼ目的を達成できた。残念ながら塑性加工分野

での実証実験は一部しかできなかったことは残念

であるが、科学技術分野における 2 つの国際連携

である、SSB プロジェクトと UNESCO 連携プロジェ

クトでの実証実験において、塑性加工分野での利

用を念頭に置いて研究を進めてきたので、塑性加

工分野における教育、研修、プロジェクト会議、

国際会議等に有効活用されることを期待する。 

著作権については十分検討できなかったが、研

究と並行して機会をとらえて考察し議論した。基

本的には他人の著作物を使う（引用する）場合に

は、可能ならば、出来るだけその著者あるいは著

作権者の許諾を得ること、最低、引用文献として

必ず出典を明示することが必要である。著作権は

私権であるので、侵害したからといって直ちに取

り締まりの対象になるわけではないが、権利者（著

者）との人間関係を悪くしたり、社会の秩序を乱

すことになりかねないので、礼節を重んずるとい

うわが国の伝統を守るためにも配慮すべきである

と思う。現状では著作権侵害と思われる（許諾を

得ていないと思われる、あるいは複製が原則禁止

されている）コンテンツが勝手に Web 上で公開さ

れていたり、売買されることも少なくない。しか

し、あまりにも慎重になって、行きすぎた自己規

制はむしろ文化の進歩のブレーキになることも指

摘されている。この点、米国のフェアユース規定

は e-Learning の普及を促進しているが、我が国へ

の導入は関連法との調整が困難で難しいようであ

る、ことを追記する。 
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